
 

 

 

 

 

 各地の取り組みを紹介します！  

★石川 

 

 

 

 

 

 

 

 
やっとそれぞれのホームで事業所の「9 条宣言」が、カタチになりました。10 月に「やすらぎ

の里まつり」を開催し、多くの参加者に折り鶴をつかったオブジェづくりに協力してもらい平和の

シンボルであるハトのオブジェが完成し、ホームの玄関ロビーに掲示しています。なんぶやすらぎ

ホームでは、前回紹介しましただ全職員の 9 条への想いをタペストリーにし、こちらも現在の玄

関ロビーに掲示しています。 

平和への永遠の想い、その想いを確固たるものするためゼッタイに 9 条守るの想い  やすらぎ

福祉会の 2 つの宣誓です。 「平和こそ最大の福祉」 

 

★北海道 

北海道勤医協を中心とする道央圏事業協主催の1～3年目の事務職員の集合研修で、「憲法、社保、

無料低額診療」の３つの中からひとつのテーマを選んで、グループで紙芝居を作成するという課題

を与える研修をしました。 

紙芝居をつくるためには、それぞれのテーマについてしっかり理解を深めることが必要なので、若

い事務職員が楽しく学べることと、「友の会拡大強化月間」の中で、自分たちで作った紙芝居を持

参して地域に出かけて健康相談会に参加するこ

となども期待して取組みました。 

ある日、おじいさんがとても悲しんでいた

ので、桃太郎がわけを聞きました。するとお

じいさんは、「昔、わしは戦争を経験して、

たくさんの大切な家族、友人をなくしたんじ

ゃ。今、自民島に住んでいる鬼が、国の憲法

を変えて、また戦争ができる国にしようとし

ている。わしはそれが悲しくてたまらんのじ

ゃ。」と言いました。桃太郎は、おじいさん



の話を聞き、「おじいさん、おばあさん、ぼくは

これから鬼退治に行ってくるよ」出発しました。 

桃太郎が自民島という名の鬼ヶ島に向かって

いると一匹の犬がやってきました。 

「桃太郎さん、桃太郎さん、お腰につけたきび団

子、ひとつ私にくださいな」「あげましょう、あ

げましょう、憲法 9条の成立の経緯について教え

てくれるならあげましょう」「昔、戦争があって

たくさんの人が亡くなった。その悲劇をもう二度

と繰り返さないために憲法 9 条はできたんだよ」

きび団子をもらった犬は、桃太郎の仲間になりま

した。以下略。 

 

★京都 

 

 下京健康友の会 11/4 と 5 日、午前 10:30 から１時間、署名のための会員訪問をおこないまし

た。対話 19 人・不在 17 件の会員訪問で「いのちの署名」27 筆、「あべ改憲ＮＯ！の署名」7

筆を書いてもらいました。「改憲ＮＯ！」の署名は「考える」と預かっていただいた方が多かった

です。安倍首相は来年 12 月には国民投票をする計画との説明をきいて「そうなんですか。反対の

人はいくでしょう。」と署名に応じた方もあり、国民一人ひとりに判断が問われるんですと、対話

する大切さがわかりました。 

 

★兵庫 

各地のとりくみ・ニュースを min-syaho@min-iren.gr.jp（国民運動部）までお寄せください。 
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